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広報もとみや　平成20年9月

第
20
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

県
北
域
内
開
催
記
念
事
業
開
催
の
お
知
ら
せ

　

日
本
の
総
人
口
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
17
年

か
ら
減
少
に
転
じ
、
人
口
減
少
時
代

に
突
入
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

合
計
特
殊
出
生
率
を
１
・
２
６
人
と

仮
定
し
た
場
合
、
本
年
６
月
現
在
の

１
億
２
、
７
０
０
万
人
強
の
総
人
口

が
、
平
成
67
年
に
は
約
９
千
万
人
ま

で
減
少
す
る
と
い
う
国
の
研
究
機
関

に
よ
る
予
測
も
出
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
人
口
割
合
が
減

り
、
高
齢
者
の
人
口
割
合
が
増
え
る

「
少
子
高
齢
化
」
の
傾
向
が
、
全
国

的
に
は
一
層
進
展
し
て
お
り
、
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
産
業
基
盤

の
弱
体
化
や
地
域
の
活
力
低
下
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

わ
ず
か
で
す
が
人
口
は
増
加
し
て
お

り
、「
少
子
高
齢
化
」
の
傾
向
も
、

県
内
の
平
均
値
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
良
い
状
況
を
維
持
・
向
上

「
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
⑵

本
宮
市
長　

佐
藤
嘉
重

シ
リ
ー
ズ

し
て
い
く
た
め
、「
子
育
て
支
援
」
と

「
健
康
づ
く
り
」
を
重
点
施
策
と
し

て
位
置
づ
け
、
継
続
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

来
年
度
に
は
、
県
立
本
宮
診
療

所
の
跡
地
に
、
子
育
て
支
援
・
健
康

づ
く
り
・
多
世
代
交
流
の
拠
点
と
な

る
「
複
合
施
設
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
併
せ

持
つ
こ
の
施
設
は
、
本
宮
診
療
所
廃

止
に
伴
う
福
島
県
か
ら
の
支
援
交
付

金
８
億
円
に
よ
り
整
備
す
る
も
の
で

す
。
親
子
に
遊
び
と
憩
い
の
場
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
健
康
で

世
代
を
超
え
た
出
会
い
や
交
流
が
で

き
る
よ
う
、
気
軽
に
利
用
い
た
だ
け

る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
政
運
営
の
柱
で

あ
る
「
共
に
支
え
あ
う
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
に
、「
安
心
し

て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
ま

ち
」「
市
民
が
心
も
身
も
健
康
な
ま

ち
」
を
目
標
と
し
て
、
人
口
増
加
や

少
子
高
齢
化
対
策
に
も
つ
な
が
る
施

策
を
積
極
的
に
展
開
し
、
輝
き
を
放

ち
続
け
る
本
宮
市
を
創
造
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

第
20
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
「
県
北
域
内
開
催
記
念

事
業
」
が
10
月
12
日
、
13
日
の
２

日
間
、
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
明
日
へ
つ
な
ぐ
県
北
の
生
涯

学
習
」
を
テ
ー
マ
に
県
北
地
方
の

素
材
・
人
材
を
生
か
し
た
様
々
な

学
び
の
見
本
市
で
、「
民
話
を
未

来
に
」
と
題
し
た
横
山
幸
子
さ
ん

の
講
演
や
、
大
正
琴
、
吟
と
舞
、

高
校
生
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
な
ど
各
地

で
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る
団

体
の
発
表
、
子
ど
も
た
ち
の
ケ
ー

ナ
演
奏
や
地
元
団
体
の
野
菜
、

ジ
ャ
ム
、
パ
ン
の
産
品
紹
介
販
売

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
教
育
庁

　
　

県
北
教
育
事
務
所

　
　

社
会
教
育
課

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
７
１
５

【10月12日（日）】
　○記念講演　　　　10：00～11：30　「おばぁちゃんの民話茶屋」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～民話を未来に～（梁川ざっと昔の会　横山幸子氏）
　○体験講座　　　　13：30～15：00　親子食育セミナー、折り紙体験塾、ペーパークラフト、木工クラフト
　○ステージ発表　13：00～15：15　大正琴、吟と舞、ハンドベルほか
　○アトラクション　９：35～10：00　福島大学附属小学校（合唱・オーケストラ）
　　　　　　　　　　11：30～12：00　川俣町ケーナ協会（ケーナ演奏）

【10月13日（月）】
　○記念講演　　　　13：30～15：00　「テレビ政治の功罪」

　　　　　～国会中継からTVタックルまで～（朝日新聞編集委員　星　　浩氏）
　○講　　座　　　　10：30～12：00　犬と人とのよい関係、カラーセラピーワールド、園芸セラピー、音楽セラピー
　○ステージ発表　13：00～　　　　　　民謡・舞踊・フラダンス、合唱、レクダンス、アコースティックデュオ
　○アトラクション　13：00～13：30　二本松市芸能協会　「二本松市伝統芸能」
　　　　　　　　　　15：00～15：30　霊山太鼓保存会　　「霊山太鼓」

県北域内開催記念事業の主な内容

　岩根小学校は各学年１学級で推移してきましたが、近年、学区内の住宅団地への入居者が増え、昨年度から１
年生が２学級編制となりました。今後も毎年１学級ずつ増え、全学年で２学級編制になることが見込まれます。
　このようなことから校舎の西側（現在の駐車場敷地）に鉄筋コンクリート造２階建の校舎を今年度中に建設す
る準備を進めています。

　　　■増築延べ床面積　657㎡　　　　　　　　　　　　◆問い合わせ先
　　　■総工事費　１億5,435万円　　　　　　　　　　　　教育総務課　教育施設係（☎内線244）

児童の増加に対応するため

岩根小学校に６学級分を増築

▲新校舎の南側立面図。１・２階に３学級ずつ増築します。右端は現在の校舎です。

　

８
月
５
日
に
福
島
市
に
お
い
て
、

市
と
ソ
ニ
ー
エ
ナ
ジ
ー
・
デ
バ
イ
ス

㈱
（
本
社
：
郡
山
市　

山
口
哲
男
社

長
）
は
、
福
島
県
知
事
の
立
ち
会
い

の
も
と
工
場
立
地
に
関
す
る
基
本
協

定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、
ソ
ニ
ー
エ
ナ
ジ
ー
・

デ
バ
イ
ス
本
宮
事
業
所
の
北
側
に
４

階
建
て
の
新
工
場
を
建
設
、
平
成
22

年
９
月
の
操
業
を
目
指
し
て
お
り
、

新
た
に
２
３
０
人
程
度
の
雇
用
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
工
場
増
設
に

か
か
る
投
資
額
は
約
２
６
４
億
円

で
、
ソ
ニ
ー
エ
ナ
ジ
ー
・
デ
バ
イ
ス

の
主
力
製
品
で
あ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
の
増
産
体
制
を
整
備
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

記
者
会
見
で
佐
藤
市
長
は
「
操
業

開
始
に
向
け
支
援
し
て
い
く
」
と
話

し
ま
し
た
。
市
で
は
今
後
、
周
辺
環

境
の
整
備
、
従
業
員
駐
車
場
の
確
保

な
ど
の
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
労
政
課　

企
業
誘
致
係

　
（
☎
内
線
１
５
０
）

ソ
ニ
ー
エ
ナ
ジ
ー
・
デ
バ
イ
ス
㈱
と

工
場
増
設
で
協
定
締
結

▲基本協定締結後に行った記者会見の様子（左から佐藤県知事、山口社長、佐藤市長）


